
管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0001

　ネット通販で購入したＬＥＤヘッド
ライトを充電中、ＬＥＤヘッドライト
付近から出火し、周辺を焼損した。

　本体が過充電保護機能を有していなかった
ため、電池セルが過充電状態となって異常発
熱し、焼損したものと推定される。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-1546

テ
キ
ス
ト
2

2022/07/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 ＬＥＤヘッドライト（リチウ
ムイオンバッテリー、充電
式）

KC Fire XML-T6

不明

使用期間：約３年８か月

 
消防機関

（受付:2022/09/21）

( A1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入したＬＥＤランプ
から異音がして発煙し、周辺を焼損し
た。

　口金ピンと基板との接続部が異常発熱し、
焼損したものと推定されるが、基板の焼損が
著しく、異常発熱した原因の特定はできな
かった。

　ネット通販で海外事業者から購入（個人
輸入）したものであり、輸入事業者が存在
しないため、措置はとれなかった。

 2022-0961

テ
キ
ス
ト
2

2022/05/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ＬＥＤランプ（コンパクト
形）

FPL27形/FPH23形

不明

使用期間：約１年６か月

 
消防機関

（受付:2022/06/22）

( G3 )( 拡大被害 )

　インターホンから異臭がした。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2022-1831

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 インターホン

VL-MV20X

パナソニックシステムネット
ワークス（株）（現　パナソ
ニック エンターテインメント＆

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2022/11/15）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから異臭がした。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2022-2422

テ
キ
ス
ト
2

2023/02/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

福島県

 インターホン

VL-MV25X

パナソニックシステムネット
ワークス（株）（現　パナソ
ニック エンターテインメント＆

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2023/02/17）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0002

　エアコン室外機付近から異臭がして
発煙した。

　端子盤内部において、銅板パターン間でト
ラッキング現象が生じて焼損したものと推定
されるが、端子盤の焼損が著しく、原因の特
定はできなかった。

　製造事業者は、端子盤周辺の外郭が金属
製であり、拡大被害に至る可能性は低いこ
とから、措置はとらないが、今後の事故発
生状況を注視し、必要に応じて対応するこ
ととした。
　なお、当該製品は既に販売を終了してい
る。

 2022-1624

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 エアコン室外機

CU-3M682A2（ブランド：松下
電器産業（株））

ダイキン工業（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/10/05）

( G3 )( 製品破損 )

　使用中のコーヒーメーカーから異音
がして火が出た。

　制御基板と内部配線を接続しているコネク
ター部が異常発熱し、焼損したものと推定さ
れるが、異常発熱した原因の特定はできな
かった。

　輸入事業者は、２０２２年１１月４日付
けで顧客に電話又はダイレクトメールで個
別に連絡し、無償で制御基板及びコネク
ターの交換を行っている。また、２０２３
年３月１６日付けでホームページに社告を
掲載した。

 2022-1910

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 コーヒーメーカー（エスプ
レッソ式）

ジオットエヴォリゾーネアール

(株)大一電化社

使用期間：約３年９か月

 
輸入事業者

（受付:2022/11/30）

( G3 )( 製品破損 )

　使用中のコーヒーメーカーから異臭
がして火が出た。

　制御基板と内部配線を接続しているコネク
ター部が異常発熱し、焼損したものと推定さ
れるが、異常発熱した原因の特定はできな
かった。

　輸入事業者は、２０２２年１１月４日付
けで顧客に電話又はダイレクトメールで個
別に連絡し、無償で制御基板及びコネク
ターの交換を行っている。また、２０２３
年３月１６日付けでホームページに社告を
掲載した。

 2022-1996

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 コーヒーメーカー（エスプ
レッソ式）

アパルタメント

(株)大一電化社

使用期間：約２年５か月

 
輸入事業者

（受付:2022/12/14）

( G3 )( 製品破損 )

　使用中のサーキュレーター付近から
出火し、周辺を焼損した。

　モーター巻線がレイヤショートし、焼損し
たものと考えられるが、焼損が著しく、詳細
な使用状況等が不明であり、原因の特定はで
きなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2020-1821

テ
キ
ス
ト
2

2021/03/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 サーキュレーター

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2021/03/24）

( G1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0003

　ブースターの電源の一部が焼損して
いた。

　電源基板のトランジスターに過電流が流れ
て異常発熱し、焼損したものと推定される
が、過電流が流れた原因の特定はできなかっ
た。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2022-1593

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 ブースター（電源装置）

PSH20S

ＤＸアンテナ（株）

使用期間：約５年

 
消費者センター

（受付:2022/09/28）

( G3 )( 製品破損 )

　ふとん乾燥機付近から出火し、周辺
を焼損した。

　事故品本体の電気部品に出火の痕跡は認め
られず、電源コードに溶融痕が認められた
が、通常の使用において応力が加わる位置で
はないことから、製品に起因しない事故と推
定される。

　輸入事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。

 2022-2375

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ふとん乾燥機

使用期間：約４年

 
輸入事業者

（受付:2023/02/08）

( F2 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入したポータブル電
源を充電中、ポータブル電源付近から
異音がして出火し、周辺を焼損した。

　事故品は、風雨があたらないよう別途用意
した樹脂製ケースで覆われていたが、覆いが
不十分な状態で屋外に置いたため、雨水等が
浸入して短絡が生じ、異常発熱したものと考
えられるが、焼損が著しく、詳細な使用状況
等が不明であり、原因の特定はできなかっ
た。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-2163

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 ポータブル電源（リチウムイ
オンバッテリー）

使用期間：約１年９か月

 
消防機関

（受付:2023/01/13）

( G1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入したポータブル電
源を充電中、ポータブル電源から発煙
して出火し、周辺を焼損した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと考
えられるが、電池セルの焼損が著しく、詳細
な使用状況等が不明であり、原因の特定はで
きなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-2173

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 ポータブル電源（リチウムイ
オンバッテリー）

使用期間：約３年６か月

 
消防機関

（受付:2023/01/16）

( G1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0004

　ネット通販で購入したポータブル電
源を使用中、ポータブル電源から異音
がして出火し、周辺を焼損した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、焼損が著しく、原因の特定はで
きなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-1921

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 ポータブル電源（リチウムイ
オンバッテリー）

不明

不明

使用期間：約２年７か月

 
消防機関

（受付:2022/12/05）

( G3 )( 拡大被害 )

　ミニマットを使用中、異臭がし、周
辺を焼損した。

　コントローラー内部の基板が異常発熱して
焼損したものと考えられるが、詳細な使用状
況等が不明であり、原因の特定はできなかっ
た。

　ブランド事業者は、事故原因が不明であ
るため、措置はとらなかった。

 2022-2038

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ミニマット（電気マット）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/12/21）

( G1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入したモバイルバッ
テリーから異臭がし、溶融した。

　制御用ＩＣで不具合が生じて異常発熱し、
外郭樹脂を溶融したものと推定されるが、不
具合が生じた原因の特定はできなかった。更
に、事故品の溶融に気が付いた被害者が屋外
の軒下に放置したことにより、雨水が本体内
に浸入したため、トランジスター（ＭＯＳＦ
ＥＴ）が異常発熱して基板の一部が焼損し、
外郭樹脂が溶融したものと推定される。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-2000

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 モバイルバッテリー（リチウ
ムイオン）

不明

不明

使用期間：約５年１か月

 
消防機関

（受付:2022/12/16）

( G3 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入したモバイルバッ
テリーを自動車内に置いていたとこ
ろ、モバイルバッテリー付近から出火
し、周辺を焼損した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、焼損が著しく、詳細な使用状況
等が不明であり、原因の特定はできなかっ
た。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。

 2022-1862

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 モバイルバッテリー（リチウ
ムポリマー）

使用期間：約１０か月

 
消防機関

（受付:2022/11/22）

( G1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0005

　ネット通販で購入した携帯電話機
（スマートフォン）を充電中、携帯電
話機（スマートフォン）付近から火が
出て、周辺を焼損した。

　バッテリー（リチウムイオン）が内部短絡
して異常発熱し、焼損したものと推定される
が、内部短絡した原因の特定はできなかっ
た。
　なお、当該製品はリコール対象品であり、
端末識別番号（ＩＭＥＩ）による利用制限が
かけられていたが、制限を解除して使用され
ていた。

　輸入事業者は、２０２０年９月２４日付
けでホームページに社告を掲載し、製品の
回収を行っている。

 2022-2159

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 携帯電話機

TONE m15

フリービット（株）

使用期間：約５年９か月

 
輸入事業者

（受付:2023/01/12）

( G3 )( 製品破損 )

　使用中の掃除機から発煙した。 　被害者の手入れ不足でダストケースのフィ
ルターが目詰まりしたため、モーターへの風
量が低下したことにより、モーター巻線が絶
縁劣化してレイヤショートし、発煙したもの
と推定される。
　なお、取扱説明書には、「こまめなごみ捨
て、フィルターのお手入れをする。」旨、記
載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-1920

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

福島県

 掃除機（サイクロン式）

使用期間：約２年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/12/05）

( E2 )( 製品破損 )

　太陽光発電器のパワーコンディショ
ナー付近から異音がし、発煙した。

　事故品は脱衣所に設置されたため、湿気等
の影響を受けてＩＣが故障したことで、電解
コンデンサーに過電圧が加わったことによる
内圧上昇で安全弁が作動し、噴出した電解液
の蒸気が発煙のように見えたものと推定され
る。
　なお、取扱説明書及び据付工事説明書に
は、「高温・多湿・ほこりの多い場所（脱衣
所）に設置しない。火災の原因になる。」
旨、記載されている。

　製造事業者は、施工業者の設置不良によ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2021-1588

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 太陽光発電器（パワーコン
ディショナー）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2021/10/07）

( D1 )( 製品破損 )

　使用中の電気オーブントースターか
ら出火し、周辺を焼損した。

　事故品を使用中にその場を離れ、更に調理
物（揚げ物）を調理する際にトレーを使用し
なかったことにより調理物の油が落下し、調
理物等を加熱し過ぎたため、焼損したものと
推定される。
　なお、取扱説明書には、「油で庫内が汚れ
るものは、オーブン皿を使用する。本体から
離れず、焼きすぎに注意する。」旨、記載さ
れている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-2418

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 電気オーブントースター

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2023/02/15）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0006

　使用中の電気オーブンレンジから発
火して周辺を焼損し、２人が軽傷を
負った。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　製造事業者は、使用者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。

 2022-2172

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電気オーブンレンジ

使用期間：約２０年

 
製造事業者

（受付:2023/01/16）

( F2 )( 軽傷 )

　電気オーブンレンジから異音がし、
庫内の一部が溶融した。

　マグネトロン用リレーの接点が溶着したこ
とから、調理物を取り出して扉を閉めた後も
加熱を継続し、マイクロ波がターンテーブル
に付着の食品カスに集中して溶融したものと
推定されるが、接点が溶着した原因の特定は
できなかった。

　輸入事業者は、同種事故の発生はあるも
のの拡大被害に至っていないことから、既
販品に対する置はとらないが、今後の事故
発生状況を注視し、必要に応じて対応する
こととした。

 2022-1164

テ
キ
ス
ト
2

2022/07/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 電気オーブンレンジ

JM-V16C

ハイアールジャパンセールス
（株）

使用期間：約５年７か月

 
消防機関

（受付:2022/07/27）

( G3 )( 製品破損 )

　電気カーペットを使用中、電気カー
ペットのコントローラー部と上に敷い
ていたじゅうたんの一部が焦げた。

　長期使用（約１５年）により、コントロー
ラー内部にあるリレーに接点不良が生じて異
常発熱し、焼損したものと推定される。

　製造事業者は、経年劣化による事故であ
るため、措置はとらないが、取扱説明書及
びホームページに「長年ご使用商品の愛情
点検のおすすめ」を掲載し、注意喚起を実
施している。

 2021-2362

テ
キ
ス
ト
2

2021/10/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 電気カーペット

HJ-T20GX-C

シャープ（株）

使用期間：約１５年

 
消費者センター

（受付:2021/11/26）

( C1 )( 拡大被害 )

　使用中の電気ストーブから出火し
た。

　ヒーター管へ接続するファストン端子と内
部配線の接続にカシメ不良があったため、接
触不良が生じて異常発熱し、発火したものと
推定される。

　輸入事業者が倒産しているため、措置は
とれなかった。

 2022-1922

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 電気ストーブ

ST-M85（H）

松木技研（株）（倒産）

使用期間：約１９年

 
消防機関

（受付:2022/12/05）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0007

　電気ストーブ付近から出火し、周囲
を焼損した。

　本体側の電源コードプロテクター付近に過
度な応力が繰り返し加わったため、芯線が半
断線し、短絡・スパークが生じたものと推定
される。
　なお、取扱説明書には、「電源コードをい
たんだまま使うと、火災などの原因となる。
コードを折り曲げたりするような使い方はし
ない。」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であることから、措置はとらなかっ
た。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-1609

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 電気ストーブ

使用期間：約３０年

 
製造事業者

（受付:2022/10/03）

( E2 )( 拡大被害 )

　オイルヒーターの電源プラグを抜こ
うとしたところ、電源プラグ付近が発
熱して、周辺を焼損し、指に火傷を
負った。

　事故品の電源プラグ内部に異常発熱した痕
跡は認められないことから、製品に起因しな
い事故と推定される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-1913

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 電気ストーブ（オイルヒー
ター）

使用期間：約１０年１０か月

 
消費者センター

（受付:2022/12/02）

( F2 )( 軽傷 )

　電気ストーブを使用中、電源プラグ
付近から火が出た。

　電源プラグに過度な外力が繰り返し加わっ
たため、プラグ刃が変形して折損し、接触不
良により異常発熱が生じて焼損したものと推
定される。

　製造事業者は、過度な外力による事故と
みているため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-2076

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気ストーブ（遠赤外線式）

10FA

日本電装（株）（現　（株）デ
ンソー）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/12/27）

( E2 )( 製品破損 )

　電気ファンヒーターの一部が溶融し
た。

　多量の埃が吸気口に付着して吸気が不十分
となったため、風量不足によりヒーター近傍
の外郭樹脂が過熱し、溶融したものと推定さ
れる。
　なお、取扱説明書には、「開口部をふさい
だ状態で本製品を使用しない。本体吸気口に
たまった異物はやわらかいブラシ等で取り除
く。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2021-2905

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 電気ファンヒーター

使用期間：約３年８か月

 
国の行政機関

（受付:2022/02/24）

( E2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0008

　ネット通販で購入した電気ファン
ヒーターを使用中、異臭がし、周辺を
焼損した。

　ＡＣインレットと内部配線との接続部にカ
シメ不良があったため、接触不良が生じて異
常発熱し、焼損したものと推定される。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。

 2022-1915

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

M05B

不明

使用期間：約８日３回

 
消防機関

（受付:2022/12/02）

( A2 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した電気やかん付
近から火が出て、周辺を焼損した。

　空焚き防止装置が作動しなかったため、空
焚き状態となり焼損したものと考えられる
が、詳細な使用状況等が不明であり、原因の
特定はできなかった。

　輸入事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。

 2022-1695

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気やかん

使用期間：約７年

 
輸入事業者

（受付:2022/10/17）

( G1 )( 拡大被害 )

　電子レンジから発煙し、庫内の一部
が焼損した。

　回転式タイマーのつまみが容易に回転しや
すく、加熱設定してから３秒後に動作する設
計であったため、使用者が意図せずつまみに
触れてタイマーが入ったままその場を離れ、
加熱が開始して空だき運転したことにより、
マイクロ波がターンテーブルの回転ローラー
に集中して焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２０年５月１８日付
けホームページに注意喚起を掲載し、
「誤ってタイマーつまみに触れると動作す
る可能性がある。」旨、記載している。ま
た、２０２０年４月２１日以降の製造分に
ついては、回転軸の耐熱性を向上した樹脂
に変更するとともに、注意喚起チラシを本
体天面に貼付した。
　なお、当該製品は既に販売を終了してい
る。

 2022-1874

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 電子レンジ

AR-G18H

（株）電響社

使用期間：約３年

 
消防機関

（受付:2022/11/24）

( A1 )( 製品破損 )

　電子レンジ付近から異音がして出火
し、周辺を焼損した。

　事故品から出火した可能性が考えられる
が、焼損が著しく、詳細な使用状況等が不明
であり、原因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-1730

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 電子レンジ

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/10/25）

( G1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0009

　使用中の電子式冷温蔵庫から発煙し
た。

　結露対策を講じた庫内側循環用ファンの
モーター基板に水分が浸入したことにより、
トラッキング現象が生じて異常発熱したもの
と推定されるが、水分が浸入した原因の特定
はできなかった。

　輸入事業者が倒産しているため、措置は
とれなかった。

 2022-1748

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 電子式冷温蔵庫

SCB-180L

綜合技研（株）（倒産）

使用期間：約２２年１１か月

 
消防機関

（受付:2022/10/27）

( G3 )( 製品破損 )

　電磁調理器で調理中のフライパンか
ら出火し、周辺を焼損した。

　市販のフライパンに少量の油（約１００ｍ
Ｌ）を入れて揚げ物モードによる予熱を行っ
たため、油が過熱し発火したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「専用の天ぷら鍋
以外は絶対に使わない。油は５００ｇ
（５５０ｍＬ）未満では調理しない。火災の
原因になる。」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であるため、措置はとらなかっ
た。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-2336

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

長崎県

 電磁調理器（ビルトイン型）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2023/02/03）

( E1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した投げ込み式
ヒーター付近から出火し、周辺を焼損
した。

　事故品は、他社製のタイムスイッチを介し
て使用し、使用後に事故品の電源プラグを抜
かず、ヒーター部を浴槽から取り出したた
め、タイムスイッチの設定時間に再び通電し
たことにより、ヒーターが空焚き状態となっ
て、焼損したものと推定される。

　製造事業者等は不明であった。 2022-2061

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 投げ込み式ヒーター

使用期間：約１４日

 
消防機関

（受付:2022/12/26）

( E2 )( 拡大被害 )

　延長コードを使用中、差込みプラグ
付近から火花が出て、周辺を焼損し
た。

　プロテクター部の樹脂材料（塩化ビニル）
の柔軟性が低いこと、及びプロテクター部の
形状、肉厚の影響等により、プロテクター先
端部に集中的に曲げ応力が加わり、断線・ス
パークが生じたものと推定される。

　輸入事業者は、２０１５（平成２７）年
９月２４日付けで新聞及びホームページに
社告を掲載するとともに、店頭告知を行
い、製品の回収及び返金を行っている。

 2022-2402

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 配線器具（延長コード）

4947879701460（1m 3口）

（株）セリア

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2023/02/13）

( A1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0010

　延長コードを使用中、差込みプラグ
と壁コンセントが溶融した。

　組み立て式電源プラグと電源コードとの接
続が不適切であったため、接触不良が生じて
異常発熱し、焼損したものと考えられ、製品
に起因しない事故と推定される。
　なお、事故品を組み立てた者は不明であ
る。

　製造事業者等は不明であった。 2022-2165

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 配線器具（延長コード）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2023/01/13）

( F2 )( 拡大被害 )

　延長コード付近から出火し、周辺を
焼損した。

　事故品の確認できた電気部品に出火の痕跡
は認められなかったが、焼損が著しく、全て
の電気部品を確認できなかったことから、原
因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-1826

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 配線器具（延長コード、ＵＳ
Ｂ付）

使用期間：約４か月

 
消防機関

（受付:2022/11/14）

( G1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した浴室換気乾燥
暖房機付近から出火し、住宅を全焼し
た。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　製造事業者は、被害者の施工不良による
事故とみているため、措置はとらなかっ
た。

 2020-1811

テ
キ
ス
ト
2

2021/03/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 浴室換気乾燥暖房機

使用期間：約３年

 
消防機関

（受付:2021/03/23）

( F2 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した冷温風機を使
用中、冷温風機付近から出火し、周辺
を焼損した。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-1790

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 冷温風機（加湿機能付）

使用期間：約４か月

 
消防機関

（受付:2022/11/08）

( F2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0011

　ガスこんろの内部配線の一部が焼損
していた。

　事故品は、修理事業者（ガス事業者協力企
業）が修理を行った際、器具栓と一次側ガス
通路部との接続に使用しているパッキンの取
り付けを忘れ、微量のガス漏れが発生した状
態で作業者が点火操作を行ったため、点火時
のスパークが滞留した未燃ガスに引火して内
部配線の一部を焼損したものと推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2022-2100

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 ガスこんろ（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
公益事業者

（受付:2023/01/05）

( D2 )( 製品破損 )

　クッキングテーブルのガス接続部が
焼損していた。

　事故品の迅速継手式ガス接続部に組み込ま
れたコンセントパッキンに亀裂等の異常は認
められず、異物の付着が認められたことか
ら、迅速継手式ガス接続部とゴム管用プラグ
の間に異物が噛み込んだことで、ガス漏れが
発生して焼損した可能性が考えられるが、接
続部が溶融してガス漏れの有無は確認でき
ず、焼損はガス定期保安点検時に確認され、
使用状況等も不明であるため、原因の特定は
できなかった。

　製造事業者は、市場から引き上げた事故
品のガス漏れの有無及び損傷状態を確認
し、販売事業者へその情報を報告すること
により、再発防止活動を行っている。ま
た、販売事業者は、ホームページ上で、古
いコンセント継手（迅速継手）の取り替え
を推奨するとともに、機器本体にコンセン
ト継手が内蔵されている機種はコンセント
継手の交換ができないため、ガスこんろと
しての使用は控えるよう注意喚起するとと
もに、所有者には電話連絡している。

 2022-1769

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ガスこんろ（都市ガス用、
クッキングテーブル）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/11/01）

( G1 )( 製品破損 )

　ガスこんろの点火操作を繰り返した
ところ、内部配線の一部が焼損した。

　事故品にガス漏れ等の不具合は認められ
ず、バーナーの炎口が吹きこぼれにより閉塞
された状態で点火操作を繰り返したため、ダ
ンパー部（一次空気口）から未燃ガスが機器
内部に漏洩し、再点火時のスパークが漏れた
未燃ガスに引火して内部配線の一部が焼損し
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「炎口が詰まった
まま使用すると異常燃焼の原因になる」、
「点火操作をしても点火しない場合は、周囲
のガスがなくなってから再度点火操作をす
る」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2022-1984

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスこんろ（都市ガス用、ビ
ルトイン型）

使用期間：不　明

 
公益事業者

（受付:2022/12/12）

( E1 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入したガストーチを
使用中、本体付近から火が出て、火傷
を負った。

　事故品は、火力調整つまみと連動したスピ
ンドルに装着された２個のＯリングのつぶし
代が不十分であったため、火力調整つまみ部
分の気密性が低下し、漏れたガスに火口の炎
が引火したものと推定されるが、設計や品質
管理に関する情報が入手できず、原因の特定
はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０２２年４月
２８日付けプレスリリースにより、粗雑な
作りのガストーチによる事故事例を紹介
し、注意喚起を行っている。

 2022-1943

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 ガストーチ

不明

不明

使用期間：約１年８か月

 
消費者センター

（受付:2022/12/08）

( G3 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0012

　ガストーチを点火したところ、本体
付近から出火し、周辺を焼損した。

　事故品は、火力調整つまみと連動したスピ
ンドルに装着された２個のＯリングのつぶし
代が不十分であったため、火力調整つまみ部
分の気密性が低下し、カセットボンベ装着時
にガスが漏れ、点火操作の火が引火したもの
と推定されるが、設計や品質管理に関する情
報が入手できず、原因の特定はできなかっ
た。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０２２年４月
２８日付けプレスリリースにより、粗雑な
作りのガストーチによる事故事例を紹介
し、注意喚起を行っている。

 2022-2023

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 ガストーチ

不明

不明

使用期間：約２年１か月

 
消防機関

（受付:2022/12/20）

( G3 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入したガストーチを
点火したところ、本体付近から出火し
た。

　事故品は、火力調整つまみと連動したスピ
ンドルに装着された２個のＯリングのつぶし
代が不十分であったため、火力調整つまみ部
分の気密性が低下し、カセットボンベ装着時
にガスが漏れ、点火操作の火が引火したもの
と推定されるが、設計や品質管理に関する情
報が入手できず、原因の特定はできなかっ
た。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０２２年４月
２８日付けプレスリリースにより、粗雑な
作りのガストーチによる事故事例を紹介
し、注意喚起を行っている。

 2022-2037

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ガストーチ

不明

不明

使用期間：約３年８か月

 
消防機関

（受付:2022/12/21）

( G3 )( 製品破損 )

　ガスふろがま付近から異音と異臭が
し、フロントカバーが変形した。

　事故品は、長期使用（約２０年）により、
水通路のパッキンから微量の水漏れが発生
し、長期にわたって水滴がガスパイプに滴下
したため、ガスパイプが腐食して孔が開きガ
ス漏れが発生、滞留した未燃ガスに点火操作
のスパークが引火して異常着火し、フロント
カバーが変形したものと推定される。

　製造事業者は、ホームページで「屋外設
置型ガス給湯器ご使用時の注意事項」と題
し、経年劣化が進んでいると想定される事
例や、危惧される機器リストを掲載して、
長期使用製品について有償点検実施を呼び
かけている。

 2022-1627

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ガスふろがま（都市ガス用、
ＲＦ式、給湯機能付）

GT-2410SAR

(株)ノーリツ

使用期間：約２０年８か月

 
公益事業者

（受付:2022/10/06）

( C1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまのフロントカバーが変
形していた。

　事故品は、ケーシングの底部が著しく錆び
ており、長期使用（約２４年）により、降雨
などによって機器底部に入り込んだ微量の水
分が、徐々にガス金具と入ガスパイプ継手の
嵌合部で隙間腐食を発生させ、生成した水酸
化アルミニウムの体積膨張による腐食割れで
ガス漏れが発生し、滞留した未燃ガスに点火
操作のスパークが引火して異常着火し、フロ
ントカバーが変形したものと推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかったが、取
扱説明書で機器の経年劣化などによる事故
防止の注意喚起について、年一回程度の定
期点検を推奨しており、また、ホームペー
ジでは、経年劣化が進んでいると想定され
る事例を掲載し、機器点検の呼びかけを
行っている。

 2022-1781

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 ガスふろがま（都市ガス用、
ＲＦ式、給湯機能付）

GT-2412SAWX

(株)ノーリツ

使用期間：約２４年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/11/02）

( C1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0013

　ガスこんろに接続していたガスホー
ス付近から火が出て、接続部の一部を
焼損した。

　事故品は、ガスこんろ接続部付近の焼損状
況が著しいことから、接続部付近からガス漏
れがあったと推定され、事故品とガスこんろ
の接続が不完全な状態であった、若しくは事
故品の劣化等により、接続部からガスが漏洩
し、ガスこんろの炎が引火したものと推定さ
れるが、事故品が廃棄されて詳細確認でき
ず、原因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。
　なお、ガス事業者は、業務機会時に継続
してガスの安全な使用方法や日常管理につ
いて、取扱説明書または安全周知冊子等を
用いて説明を行っている。

 2022-1828

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/11/15）

( G1 )( 製品破損 )

　ガス栓付近から火が出て、ガスホー
スの一部を焼損した。

　被害者が事故品をホースエンドタイプのガ
ス栓に誤接続したため、不完全な接続状態と
なってガスが漏洩し、事故品と接続していた
ガスファンヒーターの点火時のスパーク等が
未燃ガスに引火し、ガスホースが焼損したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には、「ガス栓の形状を
確認し、正しく接続する。」旨、記載されて
いる。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-1685

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用、迅
速継手付）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/10/13）

( E2 )( 製品破損 )

　機器点検で訪問した際に、ガス給湯
器のケーシングが変形していることを
確認した。

　事故品では再現しなかったものの、ガス電
磁弁が何らかの要因で一時的な閉弁遅れが生
じ、異常着火に至った、または給排気口が閉
塞状態になり異常燃焼に至った可能性が考え
られるが、事故当時の使用状況の詳細が不明
であり、原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、拡大被害に至らないた
め、措置はとらなかった。
　なお、ガス供給事業者（東京ガス及び大
阪ガス）は、２０１３年４月１８日付け
で、給湯使用時、稀に瞬間的に大きな音が
する現象が発生し本体外枠が変形する可能
性があることと、そのような現象が発生し
た製品については、無償修理を行う旨のお
知らせを掲載している。

 2022-2102

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ガス給湯器（都市ガス用、Ｆ
Ｆ式）

使用期間：不　明

 
販売事業者

（受付:2023/01/06）

( G1 )( 製品破損 )

　ガス給湯器のフロントカバーが変形
していた。

　事故品にガス漏れ、着火不良等の異常がな
いことから、一時的な強風等により、機器の
給排気口が閉塞された状態で機器を使用した
ことで、未燃ガスが機器内に滞留し、点火操
作のスパークが引火し、異常着火に至り、フ
ロントカバーが変形したことが考えられる
が、製造事業者が機器調査ができなかったた
め、原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2022-2101

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガス給湯器（都市ガス用、Ｒ
Ｆ式、暖房機能付）

使用期間：約１７年７か月

 
販売事業者

（受付:2023/01/06）

( G1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0014

　ネット通販で購入したガス給湯器の
ガス接続部付近から火が出て、機器の
一部を焼損した。

　事故品にガス漏れ等の異常はなく、被害者
が取扱説明書等で禁止されているゴム管口を
使用し、ゴム管口（ホースエンド）をパッキ
ンなしで取り付けたため、ガスがシールでき
ずにガス漏れが発生して焼損に至ったものと
推定される。
　なお、取扱説明書等には、「この機器はね
じ接続であり、ゴム管口を使用した接続をし
ない。接続は配管技能者が行う。」旨、記載
されている。

　製造事業者は、被害者の設置・施工不良
とみられる事故であるため、措置はとらな
かった。

 2022-2022

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガス給湯器（都市ガス用、開
放式）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/12/19）

( E3 )( 製品破損 )

　使用中のガスこんろ付近から火が出
て、火傷を負った。

　事故品とビルトインガスこんろとの接続部
のねじの締め付けが不十分であったため、接
続部が緩み、キャビネット内に滞留したガス
に、使用中のガスこんろの火が引火し、火傷
を負ったと考えられ、施工時のガス栓接続部
の締め込み不良によるものと推定される。

　製造事業者は、施工事業者の施工不良に
よる事故であるため、措置はとらなかっ
た。

 2022-1698

テ
キ
ス
ト
2

2021/11/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 ガス栓（ＬＰガス用）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/10/17）

( D1 )( 軽傷 )

　ガスこんろを点火したところ、ガス
栓付近から漏れたガスに引火し、壁を
焼損した。

　事故品は、２口のヒューズ付きガス栓で、
被害者が未接続側のガス栓を誤って開放した
ため、装着されていた保護キャップの隙間か
ら過流出安全機構の作動流量以下の微量なガ
スが漏れ、滞留した未燃ガスにガスこんろの
火が引火したものと推定される。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-1830

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 ガス栓（ＬＰガス用）

使用期間：約３０年

 
国の行政機関

（受付:2022/11/15）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガス給湯器を点火したところ、ガス
栓付近から火が出て、周辺を焼損し
た。

　事故品は２口のヒューズ付きガス栓で、被
害者が不使用側のガス栓を誤って開放したた
め、装着されていた保護キャップの隙間から
過流出安全機構の作動流量以下の微量なガス
が漏れ、滞留した未燃ガスにガス給湯器の火
が引火したものと推定される。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-1911

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 ガス栓（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/12/01）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0015

　ガスこんろを点火したところ、ガス
栓付近から火が出て、周辺を焼損し
た。

　事故品は、２口のヒューズ付きガス栓で、
被害者が不使用側のガス栓を誤って開放した
ため、被せられていたラップフィルムの隙間
から、過流出安全機構の作動流量以下の微量
なガスが漏れ、滞留した未燃ガスにガスこん
ろの点火操作時のスパークが引火したものと
推定される。

　製造事業者等は不明であった。
　なお、ガス事業者は、業務機会時に継続
してガスの安全な使用方法や日常管理につ
いて、取扱説明書または安全周知冊子等を
用いて説明を行っており、また、不使用側
ガス栓がある場合には、ガス栓の使用状況
を確認した上で、誤操作防止用ガス栓カ
バーの取り付けを行っている。

 2022-2093

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガス栓（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2023/01/04）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを使用中、ガス栓付近か
ら火が出て、周辺を焼損した。

　事故品に接続されたガス可とう管（金属フ
レキシブルホース）が、キャビネット内の収
納物による荷重を受けたことで、事故品との
接続部に隙間が生じ、接続部から漏れたガス
にガスこんろの火が引火したものとみられ、
製品に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-2020

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 ガス栓（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/12/19）

( F2 )( 拡大被害 )

　中古で購入したライターを点火した
ところ、大きな炎が出て、周辺を焼損
し、火傷を負った。

　事故品は、樹脂製の燃料タンク（ポリアセ
タール製）の接合部に溶着不良があったた
め、亀裂が生じて注入したガスが漏れ、点火
時に炎が上がったものと推定される。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-2176

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ライター（ガス注入式）

不明

不明

使用期間：１回

 
消防機関

（受付:2023/01/16）

( A2 )( 軽傷 )

　ガスこんろを点火したところ、ガス
栓付近から火が出て、迅速継手及び周
辺を焼損した。

　事故品は、ゴム管部に曲げ応力がかかった
状態で長期使用（約３１年）されたことによ
り、ゴム管部が変形・硬化して亀裂が生じ、
亀裂部からガスが漏れ、滞留した未燃ガスに
ガスこんろの火が引火したものと推定され
る。

　製造事業者は、被害者の設置不良による
事故とみているため、措置はとらなかった
が、ホームページに「ガス栓とガス器具の
接続」として迅速継手関係の正しい使い方
を掲載し、「古くなったり、汚れがひどく
なると、ガスもれにつながる恐れがあるた
め、製造年月より７年以内に新しいものと
取り替える。」旨、注意喚起を行ってい
る。

 2022-1829

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 迅速継手（都市ガス用）

JG1000

(株)ハーマン

使用期間：約３１年１０か月

 
国の行政機関

（受付:2022/11/15）

( C1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0016

　ガスこんろを使用中、ガス栓付近か
ら火が出て、迅速継手の一部を焼損し
た。

　事故品にガス漏れ等の異常はなく、現場写
真から摺動環が縮んだまま取り付けられてい
たことから、ガス栓への接続が不完全な状態
で使用されたと考えられ、ガス栓とこんろ台
までの距離が短く、湾曲したガスホースの反
力により事故品がガス栓から離脱しなかった
ためガスが漏洩し、滞留した未燃ガスにガス
こんろの火が引火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「本品とプラグの
接続はカチッと音がするまで差し込む。」
旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、製造事業者はホームページ上に
「ガス栓とガス器具の接続」と題して、迅
速継手の正しい使い方を掲載し、２０１９
年３月より、不完全接続防止対策として、
正常な接続状態が目視確認出来る線（青
色）が表示される製品を販売している。

 2022-1544

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/09/20）

( E2 )( 製品破損 )

　ガスこんろを点火したところ、ガス
ホース付近から火が出て、周辺を焼損
した。

　事故品にガス漏れ等の異常はなく、摺動環
が縮んだまま焦げていることから、ガス栓と
こんろ台の距離が短く、湾曲したガスホース
の反力により不完全接続状態でも事故品がガ
ス栓から離脱せず、ガス栓の過流出安全機構
の作動流量以下の微量なガスが漏れ、ガスこ
んろの炎が引火し周辺を焼損したものと推定
される。
　なお、取扱説明書には、「本品とプラグの
接続はカチッと音がするまで差し込む。」、
「必ず１５ｃｍ以上のスペースが必要、ス
ペースがない場合は、ゴム管用ソケットＬ型
を使用する。」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、製造事業者はホームページ上に
「ガス栓とガス器具の接続」と題して、迅
速継手の正しい使い方を掲載し、２０１９
年３月より、不完全接続防止対策として、
正常な接続状態が目視確認出来る線（青
色）が表示される製品を販売している。

 2022-1613

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：約２か月

 
国の行政機関

（受付:2022/10/04）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを使用中、迅速継手付近
から漏れたガスに引火し、周辺を焼損
した。

　事故品にガス漏れ等の異常はなく、摺動環
が縮んだまま焦げていることから、ガス栓へ
の接続が不完全な状態で使用されたと考えら
れ、接続部からガスが漏れ、滞留した未燃ガ
スにガスこんろの火が引火して周辺を焼損し
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「本品とプラグの
接続はカチッと音がするまで差し込む。」
旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、製造事業者はホームページ上に
「ガス栓とガス器具の接続」と題して、迅
速継手の正しい使い方を掲載し、２０１９
年３月より、不完全接続防止対策として、
正常な接続状態が目視確認出来る線（青
色）が表示される製品を販売している。

 2022-1806

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：約１４年２か月

 
製造事業者

（受付:2022/11/11）

( E2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを使用中、ガス栓付近か
ら火が出て、迅速継手に接続していた
ガスホースの一部を焼損した。

　事故品の内部に異物の付着が認められ、異
物が付着した状態で接続したためガスが漏洩
し、漏れたガスにガスこんろの火が引火して
焼損したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「プラグの先端や
プラグ・ソケット内に傷がついたり、異物が
付着するとガス漏れの原因になる。」旨、記
載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-1961

テ
キ
ス
ト
2

2022/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/12/09）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0017

　ガスこんろを使用中、ガス栓付近か
ら火が出て、ガス栓カバーが溶融し
た。

　事故品のパッキン部に異物が付着していた
とみられる痕跡があり、被害者が異物の挟み
込みに気づかず使用したことにより、異物に
よるシール性の低下でガスが漏洩し、ガスこ
んろの火が引火した可能性が考えられるが、
調査時には異物は脱落して漏洩は再現され
ず、事故品には異常は認められなかったこと
から、製品に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。
　なお、製造事業者はホームページ上に
「ガス栓とガス器具の接続」と題して、迅
速継手関係の正しい使い方を掲載してい
る。

 2022-1634

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：約３年３か月

 
国の行政機関

（受付:2022/10/07）

( F2 )( 拡大被害 )

　ガスファンヒーターに接続していた
迅速継手との接続部付近から異臭がし
て、周辺を焼損した。

　事故品は、機器接続部のスライドバルブが
破損して逆向きに再挿入されており、事故発
生以前にスライドバルブが過剰に押し込まれ
て破損・脱落したのち逆挿入されたと推定さ
れ、ガスファンヒーターと接続した際に、不
完全な接続状態となってガスが漏洩し、ガス
ファンヒーターの火が引火したものと考えら
れ、製品に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-1805

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/11/09）

( F2 )( 拡大被害 )

　ガスファンヒーターを点火したとこ
ろ、ガス栓付近から火が出て、周辺を
焼損した。

　事故品にガス漏れ等の異常は認められず、
事故発生時の使用状況が不明であるため原因
の特定はできなかったが、ガス栓との接続が
不完全であったこと等によりガスが漏れ、
ファンヒーターの火が引火した可能性が考え
られ、製品に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。

 2022-1960

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/12/09）

( F2 )( 拡大被害 )

　ガスこんろを使用中、ガス栓に接続
した迅速継手付近から火が出た。

　事故品は、接続部のソケットカバー及びス
リーブが破損しており、ガス栓と不完全な接
続状態となって接続部からガスが漏洩し、漏
れたガスにガスこんろの火が引火したと考え
られるが、事故品が破損した時期や経緯は不
明であり、原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。

 2022-1959

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/12/09）

( G1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0018

　石油ストーブから出火して周辺を焼
損し、１人が重傷を負った。

　事故品は、空気取り入れ口の下に炭化物の
堆積が認められ、置台の表面に焦げつきや変
色が認められたことから、置台に堆積したほ
こり等によりしん案内筒への空気の流入が阻
害され、吹き返し現象が発生したと推定さ
れ、製品に起因しない事故と推定される。

　輸入事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０２１年１１月
２５日付けプレスリリースにより、ストー
ブ、ファンヒーターの事故事例を紹介し、
「手入れ不足による異常燃焼」に関する注
意喚起を行っている。

 2022-2024

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 石油ストーブ（開放式）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2022/12/20）

( F2 )( 重傷 )

　使用中の石油ファンヒーター付近で
爆発が起き、周辺を破損し、軽傷を
負った。

　事故品に出火の痕跡は認められず、事故発
生時の使用状況が不明であるが、室内に置か
れていたスプレー缶が運転中の事故品の温風
で過熱されて破裂し、気化した可燃性ガスに
事故品の炎が引火して爆発した可能性が考え
られ、製品に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。
　なお、ＮＩＴＥでは、スプレー缶による
火災や破裂事故について、事故防止のため
のプレスリリースやホームページで同様の
事故事例を紹介し、注意喚起を行ってい
る。

 2022-0082

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 石油ファンヒーター（開放
式）

使用期間：約３年

 
製造事業者

（受付:2022/04/22）

( F2 )( 軽傷 )

　使用中の石油ファンヒーター付近か
ら異音がして出火し、周辺を焼損し
た。

　事故品に異常は認められず、事故発生時の
使用状況が不明であるが、付近にあったスプ
レー缶から噴出した可燃性ガスに運転中の事
故品の炎が引火した可能性が考えられ、製品
に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、スプレー缶による
火災や破裂事故について、事故防止のため
のプレスリリースやホームページで同様の
事故事例を紹介し、注意喚起を行ってい
る。

 2022-2021

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 石油ファンヒーター（開放
式）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/12/19）

( F2 )( 拡大被害 )

　使用中の石油ファンヒーター付近か
ら出火して、周辺を焼損した。

　事故品に出火の痕跡は認められず、事故発
生時の状況が不明のため事故原因の特定には
至らなかったが、製品に起因しない事故と推
定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-2040

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 石油ファンヒーター（開放
式）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/12/21）

( F2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0019

　ＬＥＤライト付のいすをテーブルと
して使用中、いすから火が出て周辺を
焼損した。

　リチウムイオン電池セルが異常発熱して出
火したものと考えられるが、詳細な使用状況
等が不明であり、原因の特定はできなかっ
た。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、既販品に対する措置はとらないが、購
入者へ充電方法に関する注意喚起ちらしを
配布した。

 2022-1007

テ
キ
ス
ト
2

2022/06/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 いす（ＬＥＤライト付、充電
式）

使用期間：約１年

 
輸入事業者

（受付:2022/06/29）

( G1 )( 拡大被害 )

　いすを使用中、脚部が破損して転倒
し、軽傷を負った。

　事故品は、事故発生以前に座面前端を押し
下げる強い負荷が加わり、座面支持用の金具
とリベットがねじれ変形していたとみられ、
被害者が着座した際に、リベットが破断し座
面と脚部が分離していすが倒壊したと推定さ
れるが、輸入事業者が一般家庭用の事故品を
自社店舗内で業務使用したことで設計値以上
の負荷が座面前端に加わった可能性や、いす
が前方に転倒して上から負荷が掛かった可能
性等も考えられ、事故発生までの詳細な使用
状況が不明であり、原因の特定はできなかっ
た。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、既販品に対する措置はとらなかった
が、一般家庭用製品の自社店舗での業務使
用の中止と禁止の徹底をはかることとし
た。
　なお、輸入事業者は、当該型式品の輸入
を２０２１年１１月に終了している。

 2022-1165

テ
キ
ス
ト
2

2022/06/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 いす（折り畳み式）

使用期間：約１０か月

 
輸入事業者

（受付:2022/07/28）

( G1 )( 軽傷 )

　ドアを開けたところ、ドアクロー
ザーが外れて落下し、頭部に裂傷を
負った。

　事故品のドアクローザーは、施工時に取付
板を勝手口ドアの上框に取り付ける時の固定
ねじの締付けが不十分であったために、事故
品の開閉により固定ねじが緩み、本体が取付
板とともに外れて落下したものと推定され
る。

　製造事業者は、施工事業者の施工不良に
よる事故であるため、既販品に対する措置
はとらなかったが、より確実な作業につな
がるように取付説明書の改良を検討し、か
つ、施工事業者を対象とした研修会等で、
事故情報を共有して再発防止に向けた注意
喚起を行う予定である。

 2022-1543

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 ドア（勝手口用）

使用期間：約１か月

 
製造事業者

（受付:2022/09/20）

( D1 )( 軽傷 )

　はしご兼用脚立をはしご状態で使用
中、支柱が曲がって転倒し、軽傷を
負った。

　事故品の破損した支柱の肉厚・硬さに異常
は認められず、被害者が事故品を傾斜した屋
根の上に設置したため、事故品の脚部が滑
り、上部の支えが外れて落下し、転落した被
害者の身体が支柱に接触して支柱が曲がった
ものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「傾斜している地
面や床、屋根の上に設置しない。」旨、記載
されている。

　輸入事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０２２年９月
１６日付けプレスリリースにより、はし
ご・脚立の誤った使い方での転倒・転落事
故の事例を紹介し、注意喚起を行ってい
る。

 2021-1159

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 はしご兼用脚立（アルミ製）

使用期間：約１か月１４日

 
輸入事業者

（受付:2021/08/25）

( E1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0020

　はしご兼用脚立を脚立状態で使用
中、支柱が折れて転倒し、軽傷を負っ
た。

　事故品の破損した支柱の肉厚、硬さに異常
は認められず、支柱側面が通常の使用におけ
る荷重方向とは異なる内側方向に破損してい
たことから、被害者が事故品を含む２台の脚
立に足場板を通して設置し、一方の脚立から
事故品へ乗り移って天板をまたいで使用しよ
うとした際にバランスを崩して転倒し、身体
が支柱に接触して変形したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書及び本体ラベルには、
「二つの脚立の間に板をかけて、足場などに
使わない。」、「天板の上には、絶対に乗っ
たりまたがったりしない。バランスを崩して
転倒や転落の危険がある。」旨、記載されて
いる。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2022-1845

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 はしご兼用脚立（アルミ製）

使用期間：約３年

 
輸入事業者

（受付:2022/11/16）

( E1 )( 軽傷 )

　はしご兼用脚立をはしご状態で使用
中、支柱が曲がって転倒し、軽傷を
負った。

　事故品の支柱の肉厚、硬さに異常は認めら
れず、補助者による支えがないままはしご状
態で使用していたことで、事故品の設置部が
後方に滑り、水平に近い状態となったはしご
に、バランスを失った被害者の身体が接触
し、支柱が破断したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「転倒や転落の恐
れがあるため、はしごで使うときは、必ず大
人の補助者がはしごを支える。」旨、記載さ
れている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-1710

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 はしご兼用脚立（アルミ製）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/10/19）

( E2 )( 軽傷 )

　はしご兼用脚立を脚立状態で使用
中、転倒して軽傷を負った。

　事故品の破損した支柱の肉厚及び硬さに異
常は認められず、支柱端部が使用時における
荷重方向とは異なる内側方向に変形していた
ことから、事故品の昇降面が壁面と垂直とな
るように設置して作業していた際に、インパ
クトレンチで壁面を強く押すなどして反動で
バランスが崩れて事故品が背面側へ倒れ、落
下した被害者の身体が接触したことで事故品
の支柱が変形したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「使用中、脚立の
上で壁や物を無理に押したり引いたりしな
い。反動で脚立が不安定になり転倒や転倒す
る恐れがある。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-2179

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 はしご兼用脚立（アルミ製）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2023/01/17）

( E2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0021

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1901

テ
キ
ス
ト
2

2020/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1902

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1903

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1904

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

富山県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0022

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1905

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1906

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1907

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-1908

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SJ-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/11/30）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0023

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-2062

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SHC-60M

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2063

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-2064

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2065

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SJ-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0024

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2066

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2067

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２０年４か月

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2068

テ
キ
ス
ト
2

2019/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2069

テ
キ
ス
ト
2

2019/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２０年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0025

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2070

テ
キ
ス
ト
2

2017/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2071

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/12/26）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2234

テ
キ
ス
ト
2

2021/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2235

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0026

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2236

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2237

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2238

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2239

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0027

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2240

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2241

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2242

テ
キ
ス
ト
2

2022/12/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2243

テ
キ
ス
ト
2

2017/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0028

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、腕に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2244

テ
キ
ス
ト
2

2019/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

秋田県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年６か月

 
製造事業者

（受付:2023/01/27）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2453

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2023/02/21）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2454

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2023/02/21）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2455

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2023/02/21）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0029

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2456

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2023/02/21）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2457

テ
キ
ス
ト
2

2017/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２０年６か月

 
製造事業者

（受付:2023/02/21）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-2458

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2023/02/21）

( A1 )( 製品破損 )

　踏み台を使用中、支柱が曲がって転
倒し、軽傷を負った。

　事故品は足場台脚立で、破損した支柱の肉
厚及び硬度等に異常はなく、被害者が片側脚
面の開き止め金具を掛けていなかったため、
作業中の体重移動等により脚面が内側に折り
たたまれ、バランスを崩した被害者の身体が
反対側の脚面上に落下し、脚面が変形したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には、「全ての止め金具
を確実にロックする。止め金具のロックが不
十分な状態で使うと、足場台が折りたたまれ
て、転倒や転落のおそれがある。」旨、記載
されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2022-1876

テ
キ
ス
ト
2

2022/11/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

富山県

 踏み台（アルミ製）

使用期間：約７年

 
輸入事業者

（受付:2022/11/25）

( E2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　05.乗物・乗物用品

No. 0030

　子供が自転車で走行中、前輪が外れ
て転倒し、軽傷を負った。

　事故品のクイックレリーズのカムレバーの
締付調整不良により、前輪の固定が不完全で
あったため、走行中にカムレバーが開き、前
輪が外れたものと考えられるが、カムレバー
の締付調整不良が発生した時期及び事故発生
時の詳細な使用状況が不明であり、原因の特
定はできなかった。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2022-1669

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 自転車（マウンテンバイク類
形車）

使用期間：約６日

 
輸入事業者

（受付:2022/10/11）

( G1 )( 軽傷 )

　自転車で走行中、ハンドルがロック
して転倒し、軽傷を負った。

　当該製品は、ハンドルがロックされた状態
で過大な力が加わると使用者に異常を知らせ
るためにハンドルロックのケースを意図的に
破損させる設計であったが、ケースが破損す
ると内部のロックレバーの動きをガイドする
溝が広がってロックレバーがカムから外れ、
振動等でロックレバーが動いて意図せずロッ
クが掛かる危険性に対して、技術的な保護対
策が講じられていなかったため、ハンドル
ロックのケースが破損していた状態で走行し
た際に突然ハンドルがロックしたものと推定
される。

　製造事業者は、２０１９年６月２４日よ
り、対象製品について、無償点検及び保護
対策済品への改修を実施している。

 2020-0325

テ
キ
ス
ト
2

2020/05/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 自転車（電動アシスト車）

PM26NLDX

ヤマハ発動機（株）

使用期間：約７年１０か月

 
製造事業者

（受付:2020/06/18）

( A1 )( 軽傷 )

　幼児が自転車を使用中、別の幼児が
チェーン付近に手指を入れて、指を負
傷した。

　事故品は、チェーンケースがＪＩＳを満た
しておらず、露出したチェーンとギヤへ容易
に触れることができる構造であったことか
ら、使用者がペダルを逆回転させて動いてい
たチェーンとギヤの間に被害者が手を入れた
ことで指が挟まれたものと考えられる。
　なお、取扱説明書には、警告として「子ど
もが乗る自転車に、別の子どもを近づけない
ようにする。」、「回転部分には触れな
い。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、２０２２年５月２７日か
らホームページで注意喚起を行い、販売店
にも注意を呼びかけている。また、複数の
同種事故が発生していること及び事故の重
大性を考慮し、２０２２年１０月１７日か
ら社告を開始し、後付けの保護カバー
（チェーンを覆う形状）を同年１２月中旬
頃から当該製品を所有している消費者に無
料配布し、取り付けが困難な消費者は販売
店での無償取り付けが行えるよう販売店へ
の周知も徹底する。また、配布されるまで
の期間は必ず保護者が近くにいる状態で注
意して使用する旨を注意喚起する。残在庫
にあっては、保護カバーを取り付けた状態
で販売している。

 2022-2188

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 自転車（幼児用）

YGA307

ピープル(株)

使用期間：約１年１か月

 
輸入事業者

（受付:2023/01/18）

( B1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　05.乗物・乗物用品

No. 0031

　電動車いすで走行中、畑に転落して
死亡した。

　被害者が事故品の運転操作を誤ったこと
で、柵のない駐車場から崖下に転落したもの
と推定され、製品に起因しない事故と推定さ
れる。

　製造事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。

 2022-1784

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 電動車いす（ハンドル形、四
輪）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/11/04）

( F2 )( 死亡 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0032

　ネット通販で購入した電動工具用
バッテリーパックを初回充電中、バッ
テリーパックから発煙して破裂し、２
人が軽傷を負った。

　非純正品のバッテリーパック（ニッケル水
素）をニッケルカドミウムバッテリー専用充
電器で充電したため、電池セルが過充電と
なって内圧が上昇し、破裂したものと考えら
れるが、基板が未回収であることから、原因
の特定はできなかった。

　ネット通販で海外事業者から購入（個人
輸入）したものであり、輸入事業者が存在
していないため、措置はとれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-1523

テ
キ
ス
ト
2

2022/05/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 バッテリーパック（ニッケル
水素、電動工具用）

使用期間：１回

 
消防機関

（受付:2022/09/15）

( G1 )( 軽傷 )

　充電中のファン付上衣用バッテリー
パックから発煙し、焼損した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと考
えられるが、焼損が著しく、詳細な使用状況
等が不明であり、原因の特定はできなかっ
た。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらないが、引き続き同様の事
故発生について注視していくとともに、必
要に応じて対応を行うこととした。

 2022-1732

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 バッテリーパック（リチウム
イオン、ファン付上衣用）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2022/10/25）

( G1 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入した掃除機用バッ
テリーパックを充電中、バッテリー
パックから異音がして出火し、周辺を
焼損した。

　非純正品のバッテリーパックの電池セルが
異常発熱して焼損したものと推定されるが、
電池セルの焼損が著しく、原因の特定はでき
なかった。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-1452

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 バッテリーパック（リチウム
イオン、掃除機用）

不明

不明

使用期間：約３か月

 
消防機関

（受付:2022/09/02）

( G3 )( 拡大被害 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パック付近から異音がして破裂し、周
辺を汚損した。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2021-0042

テ
キ
ス
ト
2

2019/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY450B02（BE-ENDS635用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約５年７か月

 
製造事業者

（受付:2021/04/07）

( A1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0033

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パック付近から異臭がして焼損し、フ
ローリングが焦げた。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2021-0043

テ
キ
ス
ト
2

2020/08/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY494B02（BE-1ENMD036
用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約６年１か月

 
製造事業者

（受付:2021/04/07）

( A1 )( 拡大被害 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パック付近から異音がして発煙し、棚
が焦げた。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2021-0044

テ
キ
ス
ト
2

2020/08/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY494B02（BE-1ENMD036
用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/04/07）

( A1 )( 拡大被害 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックから異音がして破裂し、周辺を
汚損した。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2021-1587

テ
キ
ス
ト
2

2021/06/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY450B02（BE-END636用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約６年３か月２３日

 
製造事業者

（受付:2021/10/07）

( A1 )( 拡大被害 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックが変形していた。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2022-1945

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY454B02（BE-EKWT752用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/12/08）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0034

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックが変形していた。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2022-2042

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY450B02（BE-END636用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/12/22）

( A1 )( 製品破損 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックが破裂し、周辺を汚損した。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2022-2380

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY452B02

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2023/02/09）

( A1 )( 拡大被害 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックが破裂して溶融した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2021-0045

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY450B02B（BE-ENH544A
用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約４年１１か月

 
製造事業者

（受付:2021/04/07）

( G3 )( 製品破損 )

　充電中の電動アシスト自転車用の
バッテリーパックから火が出た。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、２０２２年４月５日付け
ホームページ及び翌６日付け新聞に社告を
掲載し、無償でバッテリーパックの交換を
行っている。

 2022-1763

テ
キ
ス
ト
2

2021/04/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

X0T-20（PA26NXL用）

ヤマハ発動機（株）

使用期間：約４年２か月

 
製造事業者

（受付:2022/10/31）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0035

　充電中の電動アシスト自転車用の
バッテリーパックから火が出た。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、２０２２年４月５日付け
ホームページ及び翌６日付け新聞に社告を
掲載し、無償でバッテリーパックの交換を
行っている。

 2022-1764

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

X0T-20（PA26NM用）

ヤマハ発動機（株）

使用期間：約４年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/10/31）

( G3 )( 製品破損 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックが焦げた。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、２０２２年４月５日付け
ホームページ及び翌６日付け新聞に社告を
掲載し、無償でバッテリーパックの交換を
行っている。

 2022-1765

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

X0T-00（PA20BXLR用）

ヤマハ発動機（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/10/31）

( G3 )( 製品破損 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックから発煙した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、２０２２年４月５日付け
ホームページ及び翌６日付け新聞に社告を
掲載し、無償でバッテリーパックの交換を
行っている。

 2022-1766

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

X0T-20（PA20KXL用）

ヤマハ発動機（株）

使用期間：約３年６か月

 
輸入事業者

（受付:2022/10/31）

( G3 )( 製品破損 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パック付近から異音がし、破裂した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2022-1827

テ
キ
ス
ト
2

2022/07/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY510B02

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/11/14）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0036

　充電中の電動アシスト自転車用の
バッテリーパックから異音がし、発煙
した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2022-1924

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY450B02（BE-ENNX634用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/12/05）

( G3 )( 製品破損 )

　電動アシスト自転車用のバッテリー
パックが破裂していた。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2022-1946

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY450B02

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/12/08）

( G3 )( 製品破損 )

　充電中の電動アシスト自転車用の
バッテリーパックから破裂して発煙し
た。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2022-1947

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY384B02（BE-EKW63用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約１０年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/12/08）

( G3 )( 製品破損 )

　充電中の電動アシスト自転車用の
バッテリーパックから発煙した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2022-1995

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY514B02

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/12/14）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0037

　ネット通販で購入した電動工具用
バッテリーパックを充電中、バッテ
リーパック付近から出火し、周辺を焼
損した。

　非純正品のバッテリーパックに、セル間の
電圧のアンバランスを検知する回路がない構
造であったため、過充電により異常発熱し、
焼損したものと推定される。

　ネット通販で海外事業者から購入（個人
輸入）したものであり、輸入事業者が存在
していないため、措置はとれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-1524

テ
キ
ス
ト
2

2022/06/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動工具用）

BL1860B（互換品）

不明

使用期間：約８か月

 
消防機関

（受付:2022/09/15）

( A1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した電動工具用
バッテリーパック付近から出火し、周
辺を焼損した。

　非純正品のバッテリーパックの電池セルが
異常発熱して焼損したものと考えられるが、
焼損が著しく、詳細な使用状況等が不明であ
り、原因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-0791

テ
キ
ス
ト
2

2022/05/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動工具用）

使用期間：約１年２か月

 
消防機関

（受付:2022/05/19）

( G1 )( 拡大被害 )

　電動工具用バッテリーパック付近か
ら出火し、建物を全焼した。

　非純正品のバッテリーパックが異常発熱
し、焼損した可能性が考えられるが、焼損が
著しく、詳細な使用状況等が不明であり、原
因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-1560

テ
キ
ス
ト
2

2022/09/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動工具用）

使用期間：不　明

 
警察機関

（受付:2022/09/26）

( G1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した電動工具用の
バッテリーパックを充電中、バッテ
リーパックから異音がして出火し、周
辺を焼損した。

　非純正品のバッテリーパックの電池セルが
異常発熱して焼損したものと推定されるが、
電池セルの焼損が著しく、原因の特定はでき
なかった。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2022-1803

テ
キ
ス
ト
2

2022/10/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動工具用）

BL1460（互換品）

不明

使用期間：約２年

 
消防機関

（受付:2022/11/09）

( G3 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0038

　ネット通販で購入した電熱手袋用の
バッテリーパックを充電中、バッテ
リーパック付近から出火し、周辺を焼
損した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、詳細
な使用状況等が不明であり、原因の特定はで
きなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-2362

テ
キ
ス
ト
2

2023/01/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電熱手袋用）

使用期間：約１年４か月

 
消防機関

（受付:2023/02/07）

( G1 )( 拡大被害 )

　サンダルの甲バンドが抜けていた。 　製造工程で品質のばらつきがあったこと
で、社内基準の引抜強度に満たない不具合品
が混入し、甲バンドが抜けたものと推定され
る。

　販売事業者は、２０２２年８月３１日付
けでホームページに社告を掲載し、商品回
収を行っている。

 2022-1944

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 靴（サンダル）

131-2193014（ブランド：
FREE'S MART）

（株）アンダーグロリー

使用期間：不　明

 
販売事業者

（受付:2022/12/08）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　08.レジャー用品

No. 0039

　ペンライトの乾電池から液漏れし
て、皮膚炎を発症した。

　事故品に付属している乾電池（マンガン単
４形）に不具合があったため、液漏れしたも
のと推定されるが、不具合が生じた原因の特
定はできなかった。

　輸入事業者は、２０２２年８月２０日付
けでホームページに社告を掲載するととも
に、販売を中止し、無償交換又は返金を実
施している。

 2022-1844

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 ペンライト（玩具）

ライトアップワンド ミッキー
（ブランド：ディズニー・オ
ン・アイス）

（有）エル・イー・エス

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2022/11/16）

( G3 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　10.繊維製品

No. 0040

　マットレスを使用中、臀部に軽傷を
負った。

　寝たきり状態の被害者が病院で事故品を使
用した際、わずかに背上げした状態となって
いたため、臀部が体重による圧迫を長時間受
け、床ずれを生じたと考えられるが、事故品
を確認できず、事故発生時の詳細な状況も不
明であるため、原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、取扱説明書の床ずれに関
する注意内容を改善した。

 2022-1983

テ
キ
ス
ト
2

2022/08/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 寝具（マットレス）

使用期間：約２か月

 
製造事業者

（受付:2022/12/12）

( G1 )( 軽傷 )


